
桑名市源十郎新田事案 支障除去対策事業 
後期対策の検討と環境モニタリングについて 
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資料２ 



１．後期対策の検討 
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1-2 後期対策区域の対策工法 

●対策工法は、「全量掘削」、「高濃度範囲の掘削＋VOC等対策＋拡散防止措置」、「高濃度
範囲の掘削＋VOC等対策＋封じ込め」のパターンがあり、別紙のとおり対策を比較した。 

 

 

・Case A  ： 全量掘削 

・Case B-1 ： PCB高濃度範囲の掘削 ＋ VOC等対策（スポット掘削） ＋ 拡散防止措置 

・Case B-2 ： PCB高濃度範囲の掘削 ＋ VOC等対策（熱処理） ＋ 拡散防止措置 

・Case B-3 ： PCB高濃度範囲の掘削 ＋ VOC等対策（固定化） ＋ 拡散防止措置 

・Case C   ： PCB高濃度範囲の掘削 ＋ VOC等対策（B-2案） ＋ 封じ込め（難透水層まで 

                                                 の遮断壁） 
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「対策の実現性」、「対策の効果」及び「対策の経済性」の観点から、
最も望ましい工法は、Case B-2と整理 









２．環境モニタリング 
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